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島材ネームプレートの製作 ７月12日（月）

令和元年度から島材普及の試みとして、島内木工業者（有限会社うえざと木工）

にご協力いただき、石垣島内の木を使用した県職員用のネームプレートを製作して

いる。

使用樹種は、これまでのイヌマキ、リュウキュウマツ、テリハボク（ヤラブ）、

カラスザンショウ、センダン、ソウシジュに加え、今年度からタイワンオガタマノ

キも新たに加わり、上記７樹種から好みの樹種を選定することが可能となった。

タイワンオガタマノキはモクレン科モクレン属の常緑高木で、石垣島、西表島、

与那国島、台湾に分布しており、その材質は堅く優れていることから、建築材や家

具材などとして利用され、有用樹の一つとされている。

完成したネームプレートは樹種毎に色合いも異なり、それぞれ樹種の木目を活か

した味わい深い仕上がりとなった。

今後も、八重山管内の県職員を中心にこのネームプレートを使用していただくこ

とで、島材の魅力発信・普及につなげていきたい。
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